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■情報公開施設（病院、6月1日現在）
大阪労災病院、堺市立総合医療センター、
堺平成病院、馬場記念病院、耳原総合病院
■参照施設（身近な医療機関）
市内医療機関32施設（5月19日現在）
今後も参加施設を募集します。
■患者さんのメリット
・検査結果や入院時の治療結果などを身近な
かかりつけ医が確認できるので、退院後にか
かりつけ医での診療がスムーズです。
・参加している医療機関同士の検査や薬の重
複をなくし、良質な医療サービスを受けるこ
とができます。
■登録料・管理費など
患者さんに費用負担はありません。

■主な共有情報
●基本情報（患者さんの住所、氏名、年齢など）
●アレルギー情報、カルテ情報（病名、処方歴
など）
●検査結果（レントゲン画像など）
■手続き
情報公開施設か健康医療推進課へお問い合わ
せください。

堺市地域医療情報ネットワークシステムとは、患者さんに同意をいただいたう
えで、病院で受けた検査の結果や入院時の情報などの診療情報を身近な医療機
関と共有する仕組みです。皆さんの診療に役立てるため、堺市医師会と情報公
開施設と共同してつくりました。ネットワークに参加している病院や診療所に
通院されている方は、ぜひご利用ください。
問健康医療推進課（☎222-9936 ℻228-7943）
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堺市地域医療情報ネットワークシステムはじまります６月１日
から

「堺市地域医療情報ネットワークについて」
とお伝えください。

堺市立総合医療センター ☎272-1199
大阪労災病院 ☎252-3561
堺平成病院 ☎278-2461
馬場記念病院 ☎265-5558
耳原総合病院 ☎241-0501
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すべての人に
健康と福祉を

パートナーシップで
目標を達成しよう

安全な水とトイレ
を世界中に

水道料金・下水道使用料の
お支払いにクレジット決済
を導入します。
クレジット決済の申請は、
６月１日１３時から、上下水

道局スマホアプリ「すいりん」で受け付けを
開始します。
また「すいりん」では、これまでの使用水量
の履歴確認やスマホを用いた決済機能など
に加えてアプリの新機能が追加され、水
道、下水道の使用がもっと便利になります。
�上下水道局お客様センター（�０５７０―０２―
１１３２ �２５２―４１３２）

アプリの新機能
クレジット決済が可能に

登録したクレジットカードにより継続的に
水道料金・下水道使用料を支払えます。

水道の使用休止や市内転居時の
使用休止・開始の申し込み

アプリから、水道の使用休止の申し込みができます。また、市内転
居する方は、転居元の使用休止と転居先の使用開始の申し込みを一
度に行えます。
次の２次元コードからダウンロードできます。詳しくは上下水道局
ホームページ参照。

昨年７月より公民連携の窓口「さかい・コネクテッド
・デスク（SCD）」を設置しています。
これまで、１００以上の民間事業者とのネットワークを
構築し、連携協定の締結や実証プロジェクトの実施な
どをコーディネートしてきました。
ご提案いただける民間事業者は、ぜひご連絡ください。
�政策企画部民間活力導入担当（�２２８―０２８９ �２２２―
９６９４）

公民連携とは

行政と民間事業者が連携し、地域の活性化や社会課題の解決、新しい
価値の創造などに取り組むことです。

「さかい・コネクテッド・デスク（SCD）」では

民間事業者に開かれた対話の窓口として、市の関係部局とのコーディ
ネートなどを行います。市と民間事業者とで協働することにより、新
しいチャレンジや行政課題の解決に向けて、双方に利益のあるWin-
Win の関係をめざします。

公民連携を通して、将来にわた
って、市民が安心して暮らすこ
とができ、人も企業にとっても
魅力ある堺を創っていけるよう
取り組みを進めていきます�
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